
第３号様式（第15条寸第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書
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該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。
｢細分類番号」とは,統計法第2条第９項に規定する統計基寧である日本標箪壷藁分類の細分類番号をいいます。
「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活勵に伴う排出の趣又は原単位の数mlの平均をいいます。
「増減率」とは，基軍年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

LﾕＩ新規口雍軍
（宛先）京都府知事 ィ平成：２３年９月：３０日

圧成（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

兵庫県尼崎市潮江二而目2番6号1＃|尼崎ブロントピル6階）
氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
ＳＥＣカーボン株式会社HIH取締役社長■大谷〕民明

電話FＯ６－６４９１－８６００

主たる業種 炭素質電極製造業
|細分類番号 ’２ い１１６１１

■! 

事業者の区分

；□2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則；ロ2条第１項第２号又は第３号

泊2条第１項第４号

計画期間 :Ｉ平成23年４月から平成26年３月まで〕

基本方針ヱネルギ学の使用の合理化に関する法律に基す Iき、エネルギー原単位の前年比'1％以 この削減に取り組む。

推進
制

するた ISO14001鎚覚マネジメント(システムに基づく３ヵ年計画で、エオ鬮片長を〕トヅプマネジメ
魅と環境改善を推進し定いる５'i,卍＃;Ｔｉ１ｌＮｌ;■Ｈ１:ゴーい),いてr,■,,．?!<－．汀,Ⅲ

ｚ卜とした環境管理体制の

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

|事菜活動に伴う排出の量

|評価の対象となる排出の量

目標の根拠

基翠年度

(20～22加年度

第１年度

(23】年度
第２年度

(24J年度
第３年度

(25)1年度
増減率

1006735.2トン 120,75ａ６hトン 128094563 トン 】”う9“ １トン 28.9パーセント

130P826.8：トン l20j73aBトン 128,925.3 トン 1396934Ｋトン -3.7パーセント

P、麺FF壁I王万｢■L6■『叩嘩宋、'百ｕＵ月バニ拝し]､#二日E回笘かllZZ牛皮比Z6冊pH孤丁ら兄込みでめヮCO2野

出丘も墹加末Ｉろが｡i:新エ場の炉詰め容丑増加や熟効率の良い炉蓋採用により噂
1土6Ｎ以下を目揮とする｡い行ｉ附引ｉｉ：邦仁にトー〆い－

CO2排出且の増加牢

７，鰹年度は､11生亜低がH23年度比邪増加のＪ１込みであるが､'特定ｻｲｽﾞの黒鉛化送愈時間短縮等
の活動でCO2排l趾l丑の増加申は7%以下を目標とずる･jliコルに＝：’:’＝

命繍鰯ｉｌ隷離瀧譲臘盤:総Ｉ嚇号瀦驚蟻，加琴が、 特定サイズ

原単位当た
室効果ガス
等

事業の用
る建築物 原単位の指標

と工場,|：
ＵＪ割譲号画hにｲ牽弓判償LHの母

（ 生産量t了）
ＨＪ速涌号動に４半う材kH+の畳

（） 

原単位の指標及び目標の根拠

基準年度

(22）年１度、
第１年度
(23J年度

第２年度

(24）年度
第３年度

(25>=年度
増減率

2.00 1．９０ 1，８５ 1．８３ -6.67パーゼント

パーセント

H23年１０月度より＝ネルギー効率の良V､新工場の操業開始に伴い.jiUU位を基準年度比＝=5％低
Pするこ'とを目標とする６１ｉ１ｈｉｊ■ＷＰＩｎ町ｌｒ縦■ｒ：ＨｉｎＬＴ

与ることを目標とする６
H23年度比2％低下

1125年度も特定サ糸ｘの黒鉛化送は時間短縞及び炉飴め趾1W加の取組を鮭暁して行い、Ｈ24年度
:1%低下するこどを目標とする｡:'い〃、い…ｌＴｉｉ－ｌ:;汀…に：ＴⅣ

重点的に実施する取組の実施計画

基準年度

(22)L年度

7060 
ク0－

セント

第１年度

(23)|】）年度

85.0'11(窪 卜

第２年度
(24）年度

90. 0 
パー

セント

第３年度

(25）年度

9０ ｄ工迄'７

備考

崎具体的な取組及び
措置の内容

(ｌｌ２３ｉ）ﾄﾞｹi;年llj度Ｉ

心２４１）i＃年:1h度

心２５）1Ｆ年｣'1度

新狐iM}化炉稼硲に伴い5:容ｺﾞﾖｺﾞIl加による牛竃効率向上
新焼成炉鋼製炉輩採用による熟効申向上!:…▲,嚢〕Ｍ１
新ｴ場において.省ニネ機墨及び高効率照明等を採用

Q特定サ打ズの黒鉛化送愈時間短縮及び(ill炉詰め量増加の取組み

5'特定サ靴蒙の黒鉛化送電時’111短縮及び《Ｉ上炉詰め彊上増加の取組み

通勤における自己
の自動車等を使用
Iすることを控えさ
せるために実施し
ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由

特になし

公共の交通機関が十分に蟹i#｝されておらず推奨できない６
､カー.-}

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内塵の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン愈力証番等の購入によるもの

温室効果ガス排出麩の削減効果分又は温

童効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計

第１年度

(23）｣年度

0.0ﾐトン

０．０１トン

0.0トン

0.0トン

20.0トン

20.0トン

第２年度

(24)n年度
ＯｄＯｌｉトン

0.0 ﾄン

0.0 トン

0.0:トン

ｒｎｉ‘２０．０１トン

20.0トン

第３年度

(25）年度

ｑｏ二トン

0.0トン

０．０１トン

0.:０トン

20.0トン

20.0トン

備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

ｇ平成15年から国土交通省のﾄ｢ボランティ
掃清勅などの美化活励を実施一？ｗＴⅦ
､:'?Mﾄfi字緑化推進事業付帯自阪蝿設置によ
L､56本ｌＴＩｗ;HILL:■ｈＪＬｊ八kiiIH
,平成2,年から〕;輔NCD2削減パンク(京都＝
25年も継続して疏入を叶画:しているｂ

アサポートプログラム」に基づく国道9号綴の柄掃活動及び弊社社風による工柵周辺の渚

D、（社)京都奇,ﾙﾌｵﾚｽﾄ協会急売上金の一部を番付６※2010年度実繍:211,358円杉

=ポイントモデル事業)よ)D､ｉ毎年８１２０t~CO2のカーボンクレジットを鴎入している。２３～
い⑥

特記事項


